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◦国道４号四車線化、道場小路金勝寺線との立体交
差及び白河橋の架け替えの早期完成を要望。

◦国道289号の四車線化を要望（国道294号との交
差点から主要地方道伊王野白河線交差点まで）。

◦国道294号の拡幅改良を要望（白河バイパスの整
備促進とともに、白坂泉岡地内及び大信町屋地内
の拡幅）。

◦地方道路交付金事業による道路の整備（金勝寺西
線、鹿島前搦目線、南田１号線、関辺本沼線、釜
子小学校南線）。

◦生活道路の整備（越堀愛宕下線、大信135号線、
びわやましどみ平の池線等）。

◦歩行系道路の整備（一番町～大工町及び乙姫桜プ
ロムナード～谷津田川せせらぎ通りの遊歩道）。

◦景観法による「景観計画」の策定。
◦市営住宅の外壁改修、火災報知機設置などの公営

住宅ストック総合改善事業の実施。
◦簡易水道ループ化のため、舟田・田島間への配水

管布設に着手。
◦公共下水道事業として、引き続き管路工事のほか

郭内地内の雨水幹線を整備。
◦農業集落排水事業として、引き続き白河北部地区

及び泉岡地区の整備のほか、表郷金山地区及び大
信下新城地区の既存施設の機能強化事業を実施。

◦東地域で実施している浄化槽整備事業を市内全域
に拡大。

◦「財政健全化計画」や「公債費負担適正化計画」
に基づく、財政運営を推進。

◦行政改革大綱に基づく着実な行財政改革の推進。
◦「広報白河」の充実。
◦市政懇談会の内容の充実ときめ細かな開催。
◦行政サービスに対する「市民満足度調査」の実施。
◦合併協定に基づき地域自治区長の設置期間が平成

21年度末で終了したことから、３庁舎の事務の統
括及び職員の指揮監督並びに各地域協議会と連携
した地域振興策を講ずるための「振興事務所長」
を新たに配置。

◦歴史的・文化的資源を生かした白河らしいまちづ
くりを推進し、それを次世代に継承するため、建
設部都市計画課内に「歴史まちづくり室」を新設。

６　信頼される行政運営に努めます

問本庁舎企画政策課☎�1111　内2326

４　社会基盤を整備します

◦地域コミュニティの強化のため、老人会や子ども
会など各種活動を支援する「地域の底力再生事業」
を創設。

◦住民の自発的な地域づくり活動を支援する「地域
づくり活性化支援事業補助金」の増額。

◦地域コミュニティの拠点である「集会所」の積極
的な整備。

◦災害時の避難方法や対応策を掲載した「防災マッ
プ」の全世帯配布。

◦循環型社会の形成や多様化するエネルギー源の有
効活用を図るための「新エネルギービジョン」策定。

◦日本で唯一表郷金山地区に自生している「ビャッ
コイ」の保全計画策定。

◦地域における自主的な農業用施設整備に対して行
っている資材の現物支給の拡充。

◦合併５周年記念として「市民歌」を制定。

５　安全・安心を確保し、市民とともにつ
　　くるまちづくりを推進します
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◦小学生の医療費無料化対象を、３年生までの入院
から６年生までの入院及び外来へ拡大。

◦放課後児童クラブの土曜日開設箇所の拡充と夏休
み・冬休みなど長期休業中の開設時間拡大。

◦乳児を持つ保護者が安心して外出できるよう、授
乳やおむつ交換及びミルクのお湯の提供などがで
きる「ママのポケット（赤ちゃんの駅）」を設置。

◦待機児童対策として、民間の学校法人が進めてい
る保育施設の整備を支援。

◦高齢者が集会所などに集い、生きがい活動やふれ
合いを通して元気に暮らせる環境づくりのための

「高齢者サロン」の運営を支援。
◦一人暮らし高齢者または高齢者のみの世帯で、食

事の支度が困難な方などに対し昼食の配達や安否
の確認を実施。

◦在宅高齢者の介護などに貢献された方を表彰し、
扶養意識の高揚と高齢者福祉の向上を推進。

◦厚生連の旧中央在宅介護支援センターに地域包括
支援センターを移転し、利用者の利便性と機能の
充実を促進。

◦少子化対策として、保険適用外となる特定不妊治
療への助成及び妊婦健康診査の検査項目追加を実
施。

◦身近に医療サービスを受けられる環境確保のため、
地域の中核医療機関である白河厚生総合病院へ財
政的支援を実施。

３　健康・福祉・医療を推進します

高齢者サロンに集まり、会話
をするのが楽しみです！災害の際に、「防災マップ」が

あれば、より安心です！
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生活の利便性が向上するよう
にお願いします！

市民に信頼される行政運営を
お願いします！


